
絡

南

山

至

相

寺

終

南

山

至

相

寺

(
鴫
)

古

田

紹

欽

,

'

"

絡
南
山
は
南
山
、
中
南

山
、
太
乙
山
、
周
南
山
、
地
肺
山
、
楚

山
、
橘
山
、
秦
山
之
も
呼
ば
れ

(
括
地
志
巻

二
、

大
清

一
統
志
雀
百
七
十
八
、
長
安
縣
志
)
西
安
府
城
の
南

五
十
里
、
西
は
鄙
縣
に
、
東
は
藍

出
縣

に
達
す
る

一
山
賑

を
な
し

て
み
る
。
至
相
寺
は
至
相
道
場
と
も
稔

せ
ら
れ
、

こ
の
山

の
幽
遽

の
境
に
建
て
ら
れ
沁
支
那
華
嚴
宗
ゆ
か
り

の
名
刹
で
あ
る
。

至
相
寺

の
創
建
の
年
時
は
明
確

で
は
な
い
が
、
開
皇
年
間
の
中
頃
で
あ
ら
う
と
推
定
せ
ら
れ

る
。
地
論
宗
南
道
涙

に
厩
す
る
道
愚

(
四
八
八
-

五
五
九
)
に
從

つ
た
霊
裕

(
五
山
八
-

六
〇
五
)
は
裕
菩
薩
と
崇
ば
れ
、
道
望

一
世
に
高

か

つ
た
が
開
皇
十

一
年
、
階

の
文
帝

の
詔

に
よ

つ
て
京
師

に
入
り
興
灘
寺
に
住
し
た
。

こ
れ
よ
b
先
、
霞
裕
の
徒

に

静
淵
(
五
四
四
-

六

一
一
)
が
あ
り
、
同
じ
く
宴
寝

に
居
し
、
道
を
論
じ
義
を
読
き
、
終
日
寛
夜
、
爾
情
相
得
て
頓

に

幽
深
を
爲
し
た
と
云
は
れ
、
後
、
静
淵
は
述
を
終
南

山
に
屏
ひ
、
寺
を
構

へ
徒
を
結
び
、
時
を
分

つ
て
業
を
程
し
た

が
蹄

す
る
も
の
が
多
か

つ
た
。
偶

々
、
寮
裕
勅
召
に
よ

つ
て
入
朝
す
る
に
及
ん
で
、
綾
に
問
隙
あ
れ
ば
淵

の
寺

に
投

じ

文
帝
の
信
施
を
以

て
山
路
を
移

し
淵

の
化
導
を
助
け
た
。
そ
の
寺
も
と
迩
盤

に
し
て
川
谷
に
近
く
、
法
衆
を
延
く
に
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遠
き
が
た
め
、
そ
の
西
南

の
繭

地
を
ト
し
て
淵

に
す

～
め
寺
を
蓬
し
た
。
こ
れ
が
至
相
寺

で
あ
る
。
霊
裕

は
こ
の
輻

地
が
法
衆

の
相
績
し

て
断
ゆ
る
こ
と
が
な
い
の
み
な
ら
す
、
寺
供
の
薦
く
ム
こ
と
な
き
こ
と
を
預
見
し
た
が
、
果
し

て
そ
の
如
く
、
道
宜
が
績
高
偲
傳

の
静
淵
(
静
は
彫

に
作
る
)
傳
を
書
く
頃
に
も
寺
門
は
繁
興
し
て
ゐ
た
。
謡
淵
傳

に

は

「
自
爾
迄
レ
今
五
+
鈴
歳
、
凶
年
或
及
而
寺
供
無
ソ
絶
」
と
見
え
て
ゐ
る
。
若
し
部
淵

の
終
南

山
に

一
寺
を
構

へ
た

時
を
以

て
至
相
寺
の
初
と
す

る
な
ら
ば
開
皇
十

一
年
直
前
の
こ
と

に
な
り
、
rそ
の
移
建
を
以

て
寺

の
創
め
と
す

る
な

ら
ば
開
皇
十

一
年
の
こ
と

で
あ
ら
う
。
こ
の
年
、
霊
裕
は
詔
に
よ

つ
て
國
統
に
任
ぜ
ら
れ
ん
と
し
た
が
表
僻
し
て
霊

に

泉
寺

に
退

い
た
。
霊
裕
は
年
三
十
よ
り
著
述
を
は
じ
め
、
華
嚴
、
十
地
、
地
持
、
維
摩
、
般
若
、
淫
薬
、
大
集
、
勝

髭
、
観
経
、
無
量
壽
、
遺
敏
等

の
諸
経

の
疏
、
成
實
、
毘
曇
、
智
論
等

の
論
疏
、
大
乗
義
章
等
総
じ
て
百
絵
巻
が
あ

り
、
静
淵
ま
耽
耳

を
歴

れ
ば
便
ち
講
す
と
云
は
れ
ろ
程

の
人
で
、
華
嚴
、
地
持
、
浬
樂

、
十
地
に
能

く
達
し
た
。
法

藏

の
華
嚴
脛
傳
記
に
よ
れ
ば
道
慧
の
師

た
る
慧
光
よ
り
道
慧
-
露
裕
-
静
淵

の
相
承
悉
く
が
華
嚴
纏
講
解

に
力
を
叢

く
し
た
人
と
し

て
ゐ
ゐ
。

静
淵

の
弟
子
に
・智
正
(
五
五

九
i
六
三
九
)
が
あ
り
、
開
皇
十
年
、
文
帝

の
召
を
受
け
曇
遷
と
共
に
魏
閾
に
入
り
軌

に
ぱ

つ
て
勝
光
寺

に
住

し
、
仁
壽
元
年

に
は
左
僕
射
虞
慶
則
が
正
の
高
行
を
欽
ん
で
寺
額
を
奏

し
、
仁
畳
寺
を
造
る

に
際
し
て
迎

へ
ら
れ
た
。
時

に
至
相
寺

に
静
淵

が
あ

つ
て
解
行
相

ひ
高
く
、
京
城

の
人
々
の
推
仰
す
る
を
聞

い
て
從

ひ
、
同
味
期

せ
す
し
て
會
し
、
因

て
同
住
す
る
こ
と
こ
れ
よ
り
藪
年
の
長
き

に
亘

つ
た
。
績
高
偲
傳
の
智
正
傳

に
は

経

南

山

至

相
寺

(
二
)

6
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終

南

山

至

相

辱寺

(
三
)

「
道
味
江
湖
不
レ期
而
會
、
因
留
任

二
十
八
年
、

静
恭
無
事
不
レ渉
昌人
世
一、

有
レ請
便
講
詳
論
昌正
理

、
無
レ請
便

止
安
心

止
観
、
世
情
言
曙
不
・附
・其

口
一、
貞
梗
自
課
六
時
無
レ憩
」

と
あ
り
、
静
淵

に
優

る
と
も
劣
ら
ぬ
こ
れ
ま
た
解
行
粂
ね

備

つ
た
人
で
あ

つ
た
。
但
し
同
住

二
十
八
年
は
何
等
か
の
誤

セ
開
皇
十
年
に
静
淵
、
智

正
が
同
住
し
た
と
し
て
も
大

業
七
年
四
月
に
は
静
淵
は
至
相
寺
の
本
房

に
卒
し
て
ゐ
る
か
ら
、
そ
の
間
二
十

二
年
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
智
正
σ

は
艀
淵

の
妓
年
よ
り

一
『十
九
年

の
後
、
即
ち
貞
観
十
三
年

二
月
、
同
じ
く
こ
の
至
相
寺
に
寂
し
た
。
智
正
の
弟
子

に

智
現
が
あ
り
、
智
正
の
述
ぶ
る
所
を
筆
受
し
、
常

に
紙
筆
を
執

つ
て
侍
立
し
累
載
を
脛

る
も
初

よ
り
坐
を
賜
ふ
こ
と

が
な
か

つ
た
と
云
は
れ
る
、
或
時
、
足
疹
み
、
心
悶
え
て
畳
え
す
倒
外
し
た
が
、
智

正
は
繹
迦
菩
薩

の
足
麹
ぐ
る
こ

と
七
日
に
し
て
街
傳
揚
の
あ

つ
た
故
事
を
あ
げ
、
綾
に
立
つ
て
顛
倒
す
る
は
心
輕
き

の
致
す
所

で
あ
る
と
呵
責
し
て

ゐ
る
。
洵
に
法
の
た
め
に
弟
子
を
訓
育
す

る
こ
之
巌
格
で
あ

つ
だ
。
道
宣
は
智
現
傅
(
智

正
傳
附
傳
)
の
う
ち
に

「
其

麹
仰
之
極
、
復
何
得
而
加
焉
」

と
讃
歎
し

て
ゐ
ろ
。
智

正
は
屡
々
華
嚴
、
樗
伽
、
勝
髭
、
唯
識
、
擾
論
を
講
じ
、
華

嚴
疏
十
巻
、
並

に
榜
伽
等
の
絵
の
抄
記
を
製
し
た
。
就
中
、
華
嚴
経

に
達
し
て
ゐ
た
と
思
は
れ
る
。
年
少
に
し
て
曇

遷

に
從

つ
た
霞
辮
(
五
八
六
i

六
六
三
)
は
十
八
に
し
て
唯
識
、
起
信
等

の
論
、
勝
量
、
維
慶
等
の
輕
を
講
じ
、
後
、

仁
王
経
、
十
地
、
地
持
、
撮
大
乗
等

の
論
も
講
じ
た
が

一
乗

の
妙
旨
は
華
嚴
脛
に
越
ゆ

る
な
き
を
知

つ
て
、
経
論
の

敷
揚
を
磨

し
て
智

正
の
も
と
に
藪
典
を
研
め
た
。
鍛
辮
に
は
華
嚴
纏

の
疏
十
二
巻
,
釣
十
巻
,
章
三
雀
が
あ
り
、
虹

に
世

に
行
は
れ
た
と
云
ひ
、
こ
の
経
を
講
す
る
こ
と
四
十
八
遍
、
京
城
及
諸
州
僑
尼
の
蹄
戒
を
受

く
る
も
の

一
千
鹸

、
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人
に
及
ん
だ
。

又
、
焚
玄
智

(
!
六
八
ご
)
な
る
も

の
十
六
に
し
て
華
嚴
宗
初
頑
杜
順

に
投
じ
て
諸
勝
行
を
習
ひ
、

華
嚴
経
を
讃
謡
し
て
こ
の
経

に
よ
つ
て
普
賢
行
を
修
し
、

つ
い
で
智
正

(
華
嚴
縄
傳
記
巻
四
整

に
作

る
も
知
正
の
誤

な
る
べ
し
)
に
服

膳
し
て
こ
の
経
を
温
習
し
仁
。

二
十
飴
載

の
問
、
書
は
華
嚴
纏
を
請

し
、
夜
は
潭
観

を
修
し
た
と

傳

へ
ら
れ
る
。
華
嚴
宗
第

二
祀
智
倣

(
六
〇

ニ
ー
六
六
八
)
ま
た
年
十

二
に
し
て
こ
の
神
僑
杜
順
に
就
き
、
杜
順
の

上
足
達
法
師
に
訓
謳
を
受
け
、
十
四
歳
曇
遷
の
弟
子
た
る
法
常

に
撮
論
を
聴
き
、
辮
法
師
、
琳
法
師

に
も
從

つ
て
後

に
智

正
の
下
に
こ
の
脛
を
聴
い
た
。
そ
の
薯
す
所

の
経
疏
た
る
捜
玄
記
は
實

に
二
十
七
歳

の
と
き
に
書
か
れ
ハ
も
の
ー

で
あ
る
。
他

に
華
嚴
孔
目
章
、
華
嚴

五
十
要
問
答
等
か
ら
金
剛
纏
疏
、
撮
論
疏
等
凡
そ
二
十
絵
部

の
著
が
あ
る
。

此
庭
に
問
題
止
な
る
の
は
華
嚴
宗
に
於
け
る
智

正
の
地
位

で
あ
る
。
華
嚴
宗
の
傳
統
と
し
て
は
杜
順
ー
智
倣
i

法

ら

ひ

藏

の
相
承
読
を
立
て
る
の
で
あ

る
が
華
嚴
教
學
の
學
統
と
し

て
は
如
上
に
於

て
こ
れ
を
見
た
如
く
慧
光
-
道
慧
-
難

裕
ー
静
淵
i
智
正
i
智
微
i
法
藏
と
織
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
σ
傳
統
読

の
初
祀
と
す
る
杜
順
(
五
五
七
-

六
四
〇
)

の
傳
が

法
藏
の
華
嚴
経
傳
記

に
す
ら
別
傳
が
な
く
、
績
高
僧
傳
に
は
別
傳
が
あ

つ
て
叡
華
嚴
経

に
關
す
る
こ
と
は
述

べ
ら
れ
て
を
ら
ず
、
弟
子
に
智
餓
が
あ

つ
た
と
云
ひ
な
が
ら
其
庭
に
は
華
嚴

の
相
承
は
云
は
れ
な
い
の
で
あ

つ
て
、
若

噛

し
相
承
読
を
立
て
る
な
ら
ば
、
智

正
を
初
租
と
す
る
こ
と
が
極

め
て
棄
當
の
や
う
に
考

へ
ら
れ
る
。
嘗

つ
て
境
野
博
士

は
こ
の
理
由
を
以
て
智

正
初
租
説
を
唱

へ
、
更

に
智

正
の
弟
子
智
現
を
智
撮
と
同

一
人
親
さ
れ
た
。
(
支
那
佛
敬
史
の

研
究
、
華
・嚴
宗
成
立
の
更
實
)

一
謄
…、
杜
順
i
鄭
罰
嚴
ー

法
藏
一の
傳
統
説
は
何
時
頃
か
ら
唱
え
ら
れ
る
に
至

つ
た
で
あ
ら

終

南

山

至
相

寺

.

(
四
)
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、経

南

山

至

相

'寺

、

(
五

)

う
か
、
績
高
僧
傳
が
道
宣
に
よ

つ
て
書
か
れ
た
頃
に
も
、
或
は
法
藏
(
六
四
三
ー

七

=

一)
の
在
世
中

に
も
云
は
れ
な

か

つ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
華
嚴
宗
の
第
五
租
と
云
は
れ
る
宗
密
(
七
八
〇
!

八
四

一
)
の
注
華
嚴
法
界
観
門

に
、

「
京
絡
南
川
繹
杜
順
集
、
姓
杜
名
法
順
、
唐
初
時
行
化
、
紳
異
極
多
、
傳

中
有
謹
、
駿
知
是
文
珠
菩
薩
現
身
也
、

是
華
・嚴
新
奮

二
疎
初
之
祀
…師
、
撮
尊
者
爲
二
祀
、
康
臓
國
・師

爲
二
三
祀

一
云
々
」

と
め
る
三
祀
読
が
恐
ら
く
こ
の
傳
統
の
最
初

の
も

の
～
や
う
に
思
は
れ
る
。
宋
高
僧
傳

の
法
藏
傳
に

「
…
華
嚴

一
宗

付
昌授
澄
観
一、
推
レ藏
爲
昌第
三
祀

也̀
」
と
あ
る
の
は
宗
密
の
こ
の
読
に
よ

つ
た
も

の
に
相
違
な
い
。

'

境
野
博

士
の
智
正
初
租
説
に
封
し
て
常
盤
博
士
は
杜
順
初
祀

の
傳
統
説
を
擁
護
し

て
論
駁

せ
ら
れ
た
。

(
支
那
佛

教

の
研
究
、
支
那
華
嚴
宗
傳
燈
論
)
華
嚴
五
祀
説
ば
勿
論

で
あ
る
が
斯
様

に
見
れ
ば
三
粗
説
の
成
立
も
逞

い
の
で
あ

る
か
ら
爾
博

士
に
よ
る
雨
読
共
に

一
鷹

の
理
が
あ
ら
う
。

然
し
爾
読
が
何
れ
に
し

て
も
杜
順
、
智
正
、
或
は
智
撮
、
智
現
が
略
時
代
を
同
じ
く
し
て
終
南
山
に
撮
り
、
華
嚴

,

経

の
讃
説
講

読
に
當
り
、
叉
こ
の
脛
に
よ

つ
て
普
賢
行
を
修
し
た
人

々
で
あ

つ
忙
。
憶
う

に
至
相
寺
が
最
も
隆
盛
で

あ

つ
た
の
は
此
等
の
俊
英
を
擁
し
た
七
世
紀
の
頃

で
あ

つ
た
で
あ
ら
う
。
永
徽
六
年
五
月
、
至
相
寺

に
絡

つ
た
弘
智

は
嘗

つ
て
は
道
士
で
あ

つ
た
が
佛
門
に
蹄
し
、
幽
栖
を
樂

ん
で
こ
の
寺
に
住

み
、
華
嚴
掻
論
等
を
講
じ
て
ゐ
た
こ
乏

も
知
ら
れ
る
。

ソ

総
章
元
年
十
月
、
智
傲

は
六
十
九
歳

に
し
て
妓
し
た
。
智
嚴
は
至
相
寺

の
寺
號
よ
り
し
て
至
相
奪
者
、
或
は
至
相
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大
師
と
呼
ば
れ
、
至
相
寺
と
華
嚴
宗
と
の
關
係
密
接
な
も
の
が
あ

つ
た
が
、
師

の
爽
後
次
第
に
こ
の
寺
は
衰
微
し
た
。

法
藏
も
第
四
湘
…の
澄
観
も
宗
密
も
こ
の
至
相
寺

に
は
住
し
な
か
つ
た
。
澄
観
、
宗
密
は
同
じ
終
南
山
に
あ

つ
て
も
草

堂
寺
に
住
し
た
。
武
徳
九
年
十
二
月
に
残

し
た
終
南
山
玉
泉
寺
の
住
偲
静
臓
の
弟
子

に
道
捌
な
る
も
の
が
あ
り
、
師

の
妓
後
年
時
は
詳
で
な
い
が
至
相
寺

に
住
し
て
世
に
名
が
あ

つ
た
と

云
ひ
、
智
撮

の
殿
後
凡
そ
四
十
年
を
経
た
神
龍

か
ら
景
龍
年
閲

に
、
干
聞

の
質
子
で
あ

つ
た
智
嚴
が
所
居
の
宅
を
捨
て

、
寺

と
.な
し
奉
恩
寺
を
靱
め
て
住
し
、
後

に

至
相
寺
上
座
と
な

つ
た
と
云

ふ
。
智
嚴
の
至
相
寺
住
が
恐
ら
く
信
傳

の
う
ち
に
顯
れ
た
最
後
の
記
錬
で
あ
ら
う
。
然

し
て
道
側
、
智
嚴
共
に
華
嚴
経
を
敷
揚
し
た
と
は
見
え
す
、
最
早
此
頃
に
は
開
創
以
來
の
華
嚴

の
溢
場
で
は
な
か
つ

た
。
智
嚴
も
晩
年
は
雲
華
寺
に
住

し
た
も

の
、
如
く
、
法
藏
が
從

つ
た
の
は
こ
の
寺

に
於
て
ズ
あ

つ
た
し
、
総
章

元

年
に
寂
し
た
の
は
清
浮
寺

で
あ

つ
た
。

家

に
至
相
寺

に
直
接
の
關
係
は
な
い
が
、
寺
域
が
幽
静

の
所

で
あ

つ
た

こ
と
か
ら
多
く
の
祀
師
達
が
こ
の
近

く
に

葬
ら
れ
、
そ
の
塔

が
た
て
ら
れ
た
。
績
高
信
傳

に
散
見
し
て
ゐ
る
も
の
を
拾

つ
て
も
衣

の
や
う
な
人
達
が
あ
る
。

周
の
武
帝
か
ら
欽
承
せ
ら
れ
周
國

の
三
藏
と
せ
ら
れ
た
曇
崇
は
開
皇
十

一
年
晴

の
文
帝
か
ら
も
勅
召
を
受
け

て
興

善
寺

に
任
し
、
帝
自
ら
師
児

と
稻

し
、
獄
作
后
ま
た
師
女
と
稽
し
て
禮
接
を
厚

く
し
、
自
白
の
弟
子
五
千
絵

人
に
も

及
ん
だ
と

い
ふ
。
開
皇
十
四
年
、
八
十
歳
を
以

て
寂
し
た
が
骸
を
至
相
寺

の
右
に
途
り
、
自
塔
を
建

て
た
。

叉
、
延

、

興
寺
通
幽
な
る
も

の
、
大
業
元
年

正
月
に
卒
し
た
が
弟
子
を
誠
む

る
に
残
身
を
諸
の
禽
鰍

に
施
し
、
飴
換
を
滅
せ
ん

終

南
り
山
　
釜

相

毒

-

(六
)
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絡

南
山

至
相

寺

(
七
)

こ
と
を
遺

言
し
、
そ

の
志
に
よ
つ
て
至
相
寺
の
前
峯

に
林
葬
し
、
圃
年
十

嚇
月
華
嚴
を
本
宗
と

せ
る
慧
因
も
残
し
て
、

こ
れ
ま
た
遺
言
に
よ

つ
て
前
峯
の
林
麓

に
屍
を
陳
し

た
。

つ

い

で
同
五
年
十

一
月

に
は
普
安
が
静
法
灘
院

に
終

つ

て
、
至
相

寺
の
側

に
遺
骸
を
お
さ
め
て
塔
を
起
し
た
。
普
安
は
法
藏
の
華
嚴
経
傳
記
巻
四
に
も
そ
の
傳
が
存
す
る
通

り
、
常

に
華
嚴
の
讃
訥
を
業
と
し
、
華
嚴
力
を

得
て
ゐ
た
人
で
あ
る
。
唐

の
高
祀

の
武
徳
六
年
五
月
に
到

つ
て
は
三

論
宗
の
吉
藏
が
妓
し
た
が
華
嚴

に
も
達
し
、
同
じ

く
華
嚴
纏
簿
巻
四
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
。
骸
を
至
相
寺

に
邊

つ

た
が
時
炎
熱

に
囑
し
な
が
ら
も
縄
床

に
坐
し
て
屍
臭
を
催
さ
す
、
加
跣
を
散
じ
な
か

つ
た
と
い
ふ
噂
此
年
ま
た
道
奨

に
從

つ
た
道
宗
は
成
實

の
學
者
で
あ

つ
た
が
勝
光
寺

に
永
世
し
、
至
相
寺
の
南
巖

に
牧
葬
し
た
。

ま
た
唐
代
の
十
大
徳

の

一
人

で
あ

る
慧
因
は
寳
環

に
成
實
を
聴
き
、
智
辮

に
三
論
を
稟

け
、
慧
曉
、
智
灌

に
調
心

観
法
を
授
け
ら
れ
、
仁
壽

三
年
文
帝
が
暉
定
寺
を
創
む
る
や
招
か
れ
て

知
事
上
座
と
な

つ

て

灘
學
を
訓
粛
し
た
。

(
拙
槁
、
輝

定
寺

の
麺
遷
と
共
住
僧
、
支
那
佛
教
教
學

三
雀
二
號

)貞
観
元
年
二
月
、

こ
の
職

定
寺
帥
ち
後

の
大
荘
嚴

寺
に
八
十
九
裁
を
以

て
入
定
正
坐
し
て
寂
し
、
至
相
寺
に
遽
坐
し
て
葬

つ
た
。

.

、

以
上
の
如
く
見
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
貞
観
以
後
、
私

の
目
を
通
し
た
限
り

に
於

て
は
績
高
僧
傳

に
至
相

寺
に
葬

り
叉
は
塔
を
礎

い
た
と
い
ふ
記
録
の
な

い
こ
と
で
あ
る
。
先

に
紳
龍
、
景
龍

の
頃

に
住
し
た
智
嚴
を
以

て
至
相
寺

の

名
の
見
ゆ
る
最
終
の
記
録
で
あ
る
と
い

つ
た
が
、
貞
観
直
後
の
頃
か
ら
次
第

に
荒
腰
し
て
行

つ
た

の
で
は
あ

る
ま
い

か
。
遙

に
下

つ
て
大
暦
年
中
に
な

つ
て
三
階

の
信
義
を
唱

へ
た
信
行

(
五
四
〇
ー
五
九
四
)
の
塔
院
と
し
て
百
塔
寺

が
建

て
ら
れ
た
が
こ
れ
は
至
相
寺
の
故
地

で
あ

つ
た
が
如

く
で
あ
る
。

.
(
十
七

・
七

・
廿

二
)
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